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今年の収穫祭では、音楽会などの催し物は行わず、会員で分

担して昼食（5 升釜での新米炊飯、芋煮づくり、もみ殻を用

いての焼き芋、餅焼き）を準備し、美味しくいただきました。 

焼きいもを分担して、 

堂 谷 津 の 里 か 
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堂谷津の里では嬉しいニュースが続いています。まず、9 年間にわたる私たちの活動実績が

認められ、バランス 21 が第 9 回印旛沼・流域再生大賞を 11 月に受賞したことです。次に、

これまでバランス 21 の立上げに参画され、その後理事としてまた現在は顧問として活動を支

えていただいている金親博栄氏（「わたしの田舎 谷当工房」代表）が千葉市産業・経済功労賞

を 10 月に受賞されたことです。受賞をバネにして活動を発展させていきたいと思っています。 

さて、11 月 3 日に会員限定ではありましたが、収穫祭を無事に終え、田んぼでは冬期湛水

（コラム参照）に向けて、田の整地、畦の草刈りや補修、土水路や堰の補修などの作業が続い

ています。また、山林では、整備が進み、フカフカの落ち葉を踏みながら巡ると、色んな景色

に出会うことができます。次ページでその整備状況をお知らせします。 

【田んぼでは】 
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大賞受賞を祝って、リニュー

アルなった看板をバックに 

記念撮影をしました。 

 

これが「堂谷津の里」の冬景色です。湧水が絶えない 

堂谷津ならではの光景です。 

このように冬も田んぼに水を張り続けると、耕うんや 

代かきを行わなくても５月には田植えができるようにな 

ります。まるで「水が田を耕している」ようです。 

このような環境は生きものにとっても大切です。 

春先には山からアカガエルがやってきて産卵します。 

最近では 1,000 個を超える卵塊が確認される年もあり 

ます。 

みなさんも冬の「堂谷津の里」にいらしてみませんか？ 

 

 

＜冬期湛水＞ 

【堂谷津の里・百景⑤】 

1 月の田んぼ 
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A 区域：荒廃スギ林内の整備 

風倒木を処理し、常緑広葉樹林化を目指して来春以降、

スダジイやアカガシ等を植樹する計画です。               

（整備中）         （倒木処理後） 

B 区域：イヌシデの森整備  

 明るい森を目指してアズマネザ

サ刈り取り作業を 2 回行いまし

た。 

                              

 

 

田んぼ

活動広場① レクリエー

ションゾーン

常・落広葉

樹林

② 落葉広葉樹

環境林

針広混交林

針葉樹林

針葉樹林

縄文の森

スギ林 針葉樹林

B

A

イヌシデの森への

散策路 

＜情報コーナー＞ 

今年の活動は、12 月 22 日（火）で終了します。 

来年は 1 月 12 日（火）から始めます。 

来年も堂谷津の里で、新型コロナ感染防止を心

がけながら、多くの皆さんと一緒に活動すること

を楽しみにしています。 

NPO 法人バランス 21 

E-mail :yatosatoyama@gmail.com 

URL :https://balance21.jimdo.com/ 

連絡先：千葉市若葉区谷当町 70 

TEL＆FAX:043-239-0645（現地） 

【活動広場西側斜面林の整備状況】 

 

 

山林整備重点区域】 

山林整備状況】 

コナラ広場への 

散策路 

 

 


